
天
台
山
を
め
ぐ
る
古
文
献
逸
文
輯
考

ー

l
蔚
代
ま
で
を
中
心
に
1

1

2

は
じ
め
に

麿

の

道

士

徐

償

問

府

の

手

に

な

る

と

見

ら

れ

る

と

い

う
文
献
が
あ
る
。
日
本
の
霞
立
開
会
図
書
館
が
所
蔵
す
る
写
本
の
み

が
伝
得
す
る
、
孤
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
も
の
だ
が
、
麿
代
以

前
の
山
岳
地
誌
・
寺
観
誌
の
類
は
、
本
文
が
妓
さ
れ
て
い
る
も
の
が

少
な
く
、
謄
代
の
道
教
や
仏
教
の
状
、
況
を
知
る
上
で
も
背
(
話
一
一
な
資
料

で
あ
る
と
い
え
よ
う
口
天
台
山
に
関
し
て
は
、
「
天
台
山
記
」
以
外

に
も
い
く
ら
か
の
専
著
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
の
多
く
は
、

名
前
の
み
が
伝
え
ら
れ
る
か
、
零
々
と
し
た
断
片
の
み
が
残
さ
れ
て

い
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
た
め
、
後
世
の
引
用
な
ど
で
も
、
冊
一
一
回
名
の

紛
れ
や
混
同
が
少
な
か
ら
ず
起
き
て
い
る
。

そ
こ
で
本
稿
に
お
い
て
、
「
天
台
山
記
」
を
研
究
す
る
ア
プ
ロ
ー

チ
の
一
つ
と
し
て
、
天
台
山
を
記
述
の
対
象
と
し
て
い
る
古
文
献
に

つ
い
て
、
基
礎
的
な
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

薄

井

j九
l久

天
台
山
が
鎮
座
す
る
合
州
地
域
に
関
す
る
典
籍
を
扱
っ
た
も
の

に
、
羽
ハ
元
財
「
ム
口
州
経
籍
志
い
四
十
巻
(
一
九
一
五
年
、
制
江
省
立

川
制
調
開
館
鉛
印
)
が
あ
る
。
各
文
献
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
吋
ム
ロ

州
経
籍
志
い
(
〔
台
志
〕
と
略
称
)
か
ら
関
連
す
る
項
目
を
引
用
し
、

次
に
逸
文
を
あ
げ
、
最
後
に
簡
単
な
考
察
を
加
え
る
。

な
お
本
稿
中
で
、
(
)
で
示
し
た
部
分
は
、
原
本
で
は
割
注
で

あ
っ
た
箆
所
で
あ
る
。
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徐
護
符
「
天
ム
ロ
山
記
」
と
神
山
邑
「
天
台
山
図
」

本
節
で
は
、
先
ず
徐
護
符
の
「
天
台
山
一
記
」
に
つ
い
て
概
絡
を
述

べ
、
数
条
の
逸
文
を
残
す
神
箆
の
「
天
台
山
図
」
を
検
討
す
る
。

①
徐
霊
符
「
天
台
山
一
記
」

0
2口
志
〕
一
巻
十
四
地
理
類
山
水
之
麗
一
天
台
山
記
一
巻
〔
直
蹴
府

警
録
解
題
・
関
史
経
籍
志
・
緯
雲
接
室
回
目
・
溺
江
通
志
・
杭
州
欝
文
志
・



騎
天
台
道
士
徐
翠
府
撰
・
繋
庶
周
回
刻
入
古
逸
叢

*
宋
隣
接
孫
ヱ
飽
驚
世
帯
録
解
題
い
巻
八
地
理
類
二
大
ム
口
山
明
記
一

答
唐
道
士
徐
議
府
撰
元
和
中
入
内
出
(
以
下
略
)

*

明

焦

拡

…

名

山

澗

蔚

一

天

台

山

記

一

巻

一
地
誌
類
一
台
山
麓
異
録

天
台
山
記
一
巻
〕

。
{
逸
文
〕
υ

現
存
。
本
文
は
略
。
現
存
す
る
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、

自
本
の
開
立
国
会
図
書
館
所
蔵
の
写
本
(
「
間
会
蔵
本
」
と
略
称
)
が

あ
る
。
開
写
本
を
模
刻
し
た
も
の
が
、
空
白
逸
議
書
記
(
一
八
八
四

刊
〉
所
収
本
で
あ
る
。
そ
の
な
口
逸
叢
警
い
一
所
収
本
を
一
更
に
翻
刻
し

た
も
の
に
、
陸
心
源
宣
明
文
拾
遺
い
巻
五
十
(
…
八
八
八
刊
)
所
収

本
と
ヱ
八
一
止
新
倍
大
蔵
経
」
巻
五
十
一
三
九
二
七
刊
〉
所
収
本
が

あ
る
9

な
お
、
①
「
天
台
山
記
」
は
、
宋
陳
脅
卿

2
手
足
赤
城
志
い

(
…
ニ
ニ
一
一
一
刊
)
な
ど
に
数
条
が
引
か
れ
て
い
る
が
、
お
お
む
ね
右

記
写
本
と
一
致
す
る
。

。
〔
考
察
〕
い
撰
者
の
徐
譲
府
は
、
中
腐
の
道
士
で
、
同
市
は
黙
希
子
。

生
没
年
は
不
詳
だ
が
、
一
冗
和
か
ら
会
問
阻
ま
で
の
活
動
が
確
認
で
き

る
Q

銭
塘
天
白
山
の
出
身
で
、
間
獄
街
山
で
修
行
の
道
に
入
り
、
一
苅

に
移
る
。
以
後
「
以
館
銃
自
柴
」

Eこ

(
吋
輿
地
紀
勝
」
)
の
生
活
を
送
る
こ
と
十
余
年
、
武
宗
に
招
鴨
さ
れ

る
も
遂
に
出
仕
せ
ず
、
や
が
て
寂
化
し
た
と
い
う
。
「
天
台
山
記
」

の
他
に
、
「
文
子
い
の
注
釈
建
国
で
あ
る
つ
坦
玄
真
経
註
」
十
ニ
巻
が

伝
容
す
る
(
円
四
部
叢
刊
同
一
一
一
一
編
等
所
収
)
。
そ
の
他
「
玄
鑑
」
五
巻
、

「
三
洞
要
略
」
、
「
来
、
山
子
集
序
」
が
あ
っ
た
と
い
う
が
伝
わ
ら
な
い
。

七
言
絶
句
が
二
昔
、
ヱ
ヰ
唐
詩
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。

「
天
台
山
記
」
の
執
筆
は
、
本
文
末
の
記
載
に
よ
れ
ば
宝
麿
元
年

(
八
二
五
)
の
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
内
容
は
、
天
台
山
全
体
の
こ

と
、
天
台
山
に
点
在
す
る
諸
山
や
名
勝
、
ま
た
道
・
仏
に
関
わ
る
施

設
や
史
跡
、
そ
れ
ら
に
ま
つ
わ
る
逸
話
な
ど
で
あ
る
。
当
然
の
こ
と

な
が
ら
道
教
に
関
わ
る
記
事
が
多
い
が
、
仏
教
関
係
の
も
の
を
排
除

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
排
仏
的
な
色
彩
は
乏
し
い
。

本
警
は
、
ヱ
出
逸
叢
帯
一
…
向
い
に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
分
か
る

よ
う
に
、
中
間
本
土
で
は
南
宋
期
あ
た
り
を
境
に
散
逸
し
た
よ
う
で

あ
る
。
自
本
へ
伝
来
し
た
経
緯
は
確
定
し
が
た
い
が
、
智
在
大
邸
内

珍
が
将
来
し
た
主
〈
合
山
小
録
ん
な
る
山
県
籍
が
あ
る
。
こ
れ
が
伝
存

す

る

の

組

本

に

あ

た

る

も

の

と

考

え

ら

れ

る

。

京市

A 
1コ

き;
j四台
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地
理
類
山
水
之
一
鰯
一
台
山
小
録
一
巻
〔
天
台

一
麿
天
台
道
士
徐
鍾
府
撰



今
供*
宋
尤
衷
吋
遂
初
堂
番
目
い
地
理
類
二
大
台
小
録

。
[
逸
文
〕
一
な
し

。
〔
考
察

T
z
z
t
は
①
と
は
別
の
典
籍
で
あ
る
と
し
て
い
る
が
、

本
警
は
①
と
陪
じ
も
の
を
指
す
と
考
え
た
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
徐

護
符
の
「
天
台
山
記
」
に
は
、
「
天
台
山
小
録
」
「
徐
霊
符
小
録
」
等

複
数
の
異
称
が
存
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
智
一
証
大
師
向
珍
の
将
来

白
録
で
あ
る
「
λ
麿
求
法
総
自
録
」
等
(
吋
大
正
新
崎
大
蔵
経
い
等
所

収
)
に
「
天
台
山
小
録
一
巻
」
の
記
事
が
あ
る
。
こ
れ
も
①

山
記
」
の
異
称
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

②
神
単
「
天
台
山
関
」

0
2
2
3
一
巻
十
問
地
理
類
山
水
之
腐
二
大
台
山
記
〔
天
台
山
方

外
志
・
猷
江
通
志
〕
唐
縛
神
島
撰
今
供

O
〔
逸
文
プ
逸
文
は
、

a
か
ら
h
の
八
条
を
数
え
る
。

a
1
一
一
神
嵐
山
鼠
又
采
浮
脇
氏
説
以
錦
関
浮
麓
良
閤
極
東
慮
或
又
続

爆
越
:
'
吋
嘉
定
赤
城
志
」
巻
二
十
一
天
台
山
条

2
一
一
神
山
同
国
山
魁
采
浮
闘
氏
説
以
矯
閤
浮
震
回
一
鴎
極
東
慮
又
披
鍾
越

・
2
刀
輿
勝
覧
い
巻
八
台
州
条

b
1
一
神
嵐
山
闇
亦
以
此
(
赤
城
:
・
稿
者
補
)
，
潟
台
山
南
門
石
城
山

帰
国
門
徐
援
府
小
録
又
以
約
係
金
庭
親
矯
北
門
一
不
:
吋
嘉
定
赤
城

巻

二

一

赤

城

山

条

2
一
天
台
山
留
日
赤
城
山
天
台
之
南
門
也
濠
布
山
天
台
之
西
南
峯

水
従
南
巌
懸
注
望
之
如
曳
布
建
標
立
物
以
錦
之
表
識
也
;
吋
文

選
'
李
一
帯
注
」
巻
十
一
孫
紳
「
遊
天
台
山
賦
並
序
」

3

二
大
台
山
国
臼
蒜
城
山
天
台
之
道
南
門
也
:
、
吋
輿
地
紀
勝
」
巻

十
二
赤
城
山
条

4
一
大
掛
以
赤
城
矯
南
門
石
城
矯
西
門
擦
神
凶
田
所
記
如
此
而
徐
謹

府
小
録
又
以
剣
豚
金
庭
観
矯
北
門
・
:
「
天
台
山
士
山
い
天
台
山
条

C
1
一
一
按
神
道
山
闘
此
台
山
脇
也
其
上
夷
垣
可
一
ニ
十
頃
中
有
三
泉
冬

沼
畑
一
星
測
以
其
横
捺
将
東
蓄
呼
掲
東
横
倒
有
古
滑
油
一
不
:
吋
嘉
定
赤

城
志
い
巻
二
十
一
覆
船
山
条

2
一
神
単
山
圏
謂
矯
台
山
之
脚
其
上
畑
一
夷
可
三
十
頃
中
有
三
泉
冬

混
菱
例
側
有
古
滞
池
今
蕪
没
:
・
『
天
台
山
方
外
志
』
巻
二
東
横

山
条

d
1
一
一
按
神
川
島
山
国
其
山
凌
映
栴
柏
(
神
山
位
以
栂
柏
在
天
台
極
東
接

寧
海
界
部
非
司
馬
子
微
今
霞
戴
廃
〕
絶
頂
悌
槍
海
以
其
一
倉
一
倉
接
漢
故

名
:
・
吋
嘉
定
赤
城
志
」
巻
二
十
一
一
倉
山
条

2
一
按
神
道
山
間
関
其
山
凌
映
栴
柏
神
凶
間
)
以
桐
柏
在
天
台
極
東
接
寧

海
界
郎
非
司
馬
子
微
今
置
観
鹿
絶
頂
締
槍
海
以
其
蒼
蒼
接
漢
故
名

・
吋
輿
地
紀
勝
』
巻
十
二
…
倉
山
条

3

一
一
神
道
山
間
一
広
其
山
凌
映
樹
柏
絶
頂
悌
槍
海
以
其
蒼
蒼
接
漢
故
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名
e
1
 

四
絶
之
名
姑
存
之
・
:

「
葎
志
云
競
天
下
回
絶
之
こ

f
1
一
一
神
笹
山
一
関
云
柄
柏
在
天
台
極
東
寧
海
界
上
父
老
又
傍
梁
王
山

即
吉
禍
柏
山
(
以
下
略
)
・
:
吋
嘉
定
赤
城
志
』
巻
ニ
十
二
柄
柏

山
条

g
ー
に
神
嵐
山
間
一
広
此
嘗
創
建
柄
一
様
寺
・
:
吋
天
台
山
方
外
志
」
巻
二

九
峯
山
条

h
1
一
一
神
色
山
脇
云
其
山
瞬
時
険
折
冊
中
峯
抜
立
弧
秀
欝
侍
王
喬
控

鶴
子
此
又
名
鶴
蜂
・
:
吋
天
台
山
方
外
志
い
巻
二
折
山
条

。
(
考
'
然
〕
一
撰
者
の
神
島
(
七
一

0
1七
八
八
)
は
、
指
江
鼓
腸
の

出
身
。
間
関
元
二
十
六
年
(
七
と
八
)
に
得
度
。
の
ち
長
安
で
活
躍
し

た
が
、
受
徳
・
大
謄
間
〈
七
五
六

1
七
七
九
)
に
は
、
幾
度
と
な
く

啓
一
地
度
戒
し
、
江
南
仏
教
界
の
一
一
回
吋
鎮
で
あ
っ
た
。
越
州
の
焦
出
に
大

騎
寺
を
創
建
す
る
に
宣
っ
た
こ
と
か
ら
、
蔚
越
州
焦
山
大
鰭
寺
神
混

と
も
称
さ
れ
る
。
文
人
と
の
往
来
も
多
く
「
築
十
巻
」
が
あ
っ
た
と

い
う
。
ま
た
道
士
山
政
均
の
反
仏
論
に
対
し
、
「
破
倒
翻
迷
論
」
一
一
…
品

て
対
抗
す
る
な
ど
、
筆
力
に
も
秀
で
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

一
同
開
巻
、
放
約
於
新
論
」
(
吋
山
木
高
僧
伝
し
巻
'

に
関
す
る
ニ
巻
の
地
誌
が
あ
っ
た
と
い
う
。

七
)
と
あ
り
、

明
万
麻
胞
の
「
天
台
出
方
一
外
志
』
巻
八
高
借
考
で
は
「
嘗
著
天
台
山

記
。
全
本
亡
。
今
、
赤
城
志
並
天
台
勝
志
等
豊
中
間
、
指
神
道
山
記
者
、

特
少
小
耳
」
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
万
潜
年
間
ご
ろ
に
は
既
に

散
逸
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
向
書
で
は
、
書
名
を
「
天
台
山

記
」
と
す
る
(
「
台
志
」
は
こ
の
記
事
に
基
づ
き
、
本
蓄
を
「
天
台
山

記
」
と
称
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
)
が
、
間
じ
主
〈
台
山
方
外
志
」
の

「
若
室
蔵
品
一
一
間
」
(
巻
七
台
教
考
所
収
)
で
は
、
士
山
部
と
し
て
「
山
記

(
藷
鵠
神
道
著
ご
と
す
る
9

一
方
、
吋
嘉
定
赤
城
志
い
や
吋
天
台
山

方
外
志
」
に
お
い
て
も
、
本
書
を
引
用
す
る
擦
に
は
「
神
嵐
山
図
」

の
名
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
神
島
に
「
天
台
山
記
(
あ
る
い
は

「
山
記
L
)

」
と
「
山
図
一
と
い
う
一
一
種
類
の
著
述
が
あ
っ
た
こ
と
を

示
す
の
で
は
な
く
、
彼
に
天
台
山
に
関
す
る
地
誌
の
著
述
が
あ
り
、

そ
れ
が
「
天
台
山
記
(
山
記
こ
や
「
天
台
山
図
(
山
関
)
」
等
の
複

数
の
呼
称
を
持
っ
て
い
た
と
考
え
る
方
が
妥
当
で
は
な
か
ろ
う
か
。

な
お
コ
大
台
山
方
外
志
い
に
「
亡
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
当
時
金

本
は
存
在
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
お
記
の
逸
文
中
、

g
と
h
の

逸
文
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
吋
天
台
山
方
外
志
い
よ
り
さ
か
の

ぼ
料
を
見
い
だ
せ
な
い
で
い
る
。
あ
る
い
は
問
書
の
い
う
「
天

」
か
ら
の
引
用
で
あ
ろ
う
か
。
万
暦
以
前
に
存
し
た
宗
〈
台

と

し

て

は

、

合

間

m
志
」
の
存
在
が
考
え
ら
れ
る

明
天
台
杜
緯
惨
。
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一
に
は



寛
徳
一
]
未
(
一
四
二
九
年
)
廷
試
第
一
一
。

あ
る
)
。
あ
る
い
は
こ
れ
か
ち
の
引
用
か
も
し
れ
な
い
。

本
書
が
日
本
に
将
来
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。
し
か
し
、
最
滋
の
将

来
目
録
の
一
つ
で
あ
る
「
伝
教
大
師
将
来
越
州
録
」
(
大
踏
貞
一
冗
二

十
…
年
(
八

O
五
)
序
)
に
は
「
蔚
併
機
故
別
渓
大
前
讃
一
巻
(
曾

が
あ
り
、
神
温
の
文
章
が
伝
来
し
た
こ
と
を
伝
え
る
。

山
川
向
供
」
と

補
2
二
天
台
山
図
」

O

一
一
巻
十
四

不
詳
撰
人
名
氏
今
侠

地
理
類
一
天
台
山
嵐 二
大
台
山
脇
一
巻
〔
遂
初

。
(
逸
文
行
な
し

O
(考
察
〕
一
「
ム
門
は
、
②
の
「
天
台
山
記
」
と
し
、

「
一
天
台
山
関
」
な
る
典
籍
を
別
に
あ
げ
て
、
撲
者
不
詳
と
す
る
。
し

か
し
、
②
の
「
考
察
」
で
述
べ
た
よ
う
に
、
神
凶
回
の
地
誌
は
「
天
台

山
記
」
と
も
、
「
天
台
山
関
」
と
も
称
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
う
で
あ
れ
ば
、
{
遂
初
堂
書
目
」
に
い
う
「
天
台
山
図
」
は
、
②

を
指
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
補
2
は
②
と
向
じ
も
の
と
い
う

こ
と
に
な
る
。

そ
の
他
の
古
文
献

本
節
で
は
、
ご
く
わ
ず
か
の
断
片
が
伝
わ
る
も
の
と
、
書
名
の
み

が
伝
わ
る
も
の
を
検
討
す
る
。

(
ア
)
断
片
が
伝
わ
る
も
の

③
支
遁
「
天
台
山
銘
序
」

。

一

巻

十

四

地

理

類

山

水

之

属

一

天

台

山

銘

序

一
菅
天
台
稗
支
遁
撰
今
供

は
、
左
一
記
の
逸
文
を
紹
介
す

(85 ) 

る
の
み
。

O
〔
逸
文
〕

a
1
一
支
遁
天
台
山
銘
序
臼
余
覧
内
経
山
記
一
広
刻
豚
東
南
有
天
台
山

・
吋
文
選
・
李
蕃
注
い
巻
十
一
孫
紳
「
遊
天
台
山
斌
並
序
」

b
ー
ニ
ウ
〈
遁
天
台
山
一
銘
序
回
往
天
台
品
面
白
赤
城
山
局
道
径
・
:
吋
文

選
・
李
議
口
枠
は
い
巻
十
一
孫
紳
「
遊
天
台
山
賦
並
序
」

。
[
考
察
〕
一
支
遁
(
一
一
二
四

i
一
ニ
六
六
)
は
、
字
が
道
林
、
陳
留
の

人
。
東
普
を
代
表
す
る
学
僧
で
あ
る
が
、
吋
遊
天
台
山
賦
い
の
作
者

で
あ
る
孫
紳
な
ど
と
も
交
流
が
あ
り
、
老
荘
思
想
へ
の
造
詣
も
深
か

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
『
新
唐
書
・
芸
文
士
山
な
ど
に
「
支
遁
集
十
巻
」

の
記
録
が
あ
る
が
、
今
は
伝
わ
ら
な
い
。



平
八
台
山
銘
序
」
は
本
文
も
逸
し
て
お
り
、
支
遁
が
向
名
の
文
章

を
記
し
た
記
録
も
な
い
。

④

(

①

 

O

一
記
事
な
し

O
〔
逸
文
〕

a
T
二
館
関
経
一
宮
呉
、
五
孫
機
為
葛
仙
公
所
創
疲
居
形
勝
北
松
王
虞
君

壇
東
北
連
丹
一
僻
段
、
約
一
尚
北
助
翠
界
問
問
・
:
①
「
天
台
山
記
」
(
盟
会
蔵

所
引
)

O
(考
察
プ
①
「
天
台
山
一
記
」
に
「
奮
闘
経
」
と
し
て
、
呉
、
王
孫
権

と
葛
仙
公
に
関
わ
る
記
事
一
条
を
引
く
。
本
書
の
引
用
が
ど
こ
ま
で

な
の
か
は
確
定
し
が
た
い
。
後
半
の
、
五
真
君
…
穏
や
丹
一
露
、
相
の
記
事

は
、
あ
る
い
は
「
天
台
山
詑
」
の
地
の
文
か
も
し
れ
な
い
が
、
一
応

右
記
ま
で
を
掲
げ
て
お
く
。

本
書
の
書
誌
等
は
未
詳
で
あ
る
。
「
旧
」
と
い
う
か
ら
に
は
「
新
」

が
登
場
し
て
後
の
呼
称
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
②
神
色
つ
天
台
山

図
」
と
関
わ
り
が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
宙
開
地
紀
勝
い
巻

一
台
州
碑
記
に
は
、
教
授
余
事
議
編
」
と
あ
る
。

⑤
「
図
経
」
(
①
一
記
事
な
し

。
[
逸
文
〕

a
1
一
一
儲
経
一
玄
白
雲
先
生
従
謹
境
至
華
頂
雨
露
従
来
朝
謁
不
絶
其
上

造
天
尊
堂
井
左
右
二
室
開
繁
以
延
日
月
朝
准
英
光
繋
禽
以
貯
管
財
霧

タ
吸
其
気
堂
前
立
壇
三
教
堂
内
有
石
像
石
磐
上
有
銭
香
炉
井
鍾
此

壇
久
為
荒
榛
近
亦
修
関
也
・
:
①
「
天
台
山
記
」
(
国
会
蔵
本
十
七

γ

表
・
議
〉

O
〔
考
察
〕
ハ
①
「
天
台
山
記
」
に
は
、
「
菌
経
」
の
呼
称
に
よ
る
引

用
も
一
条
存
す
る
。
司
馬
承
偵
の
逸
事
を
述
べ
る
も
の
で
、
こ
れ
も

ど
こ
ま
で
が
引
用
で
あ
る
の
か
確
定
し
が
た
い
。
あ
る
い
は
④
「
間

留
経
」
と
同
じ
書
物
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
も
未
詳
で
あ
る
。

(86 ) 

⑤
「
本
起
伝
」
「
本
伝
」
(
金
「
天
台
山
記
」
所
引
)

0
2口
志
〕
一
記
事
な
し

。
〔
逸
文
〕

a
1
一
一
的
公
真
経
並
義
注
之
所
古
事
法
異
在
本
起
博
中
此
不
備
載
:
・

①
「
天
台
山
記
」
(
盟
会
蔵
本
九
丁
一
諜
)

b

1
一
台
之
知
人
劉
験
抗
議
入
山
遇
仙
於
此
英
一
号
亦
呉
在
本
停
・
:
①

「
天
台
山
記
」
(
盟
会
蔵
本
一
九
了
表
)

O
〔
考
察
〕
い
①
「
天
台
山
記
」
に
は
、
「
本
起
伝
」
及
び
「
本
伝
」

と
称
す
る
文
献
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

a
ー
で
は
、
桐
柏
鋭
に
関
連

し
て
、
も
と
詩
仙
公
が
道
教
的
な
著
述
を
な
し
た
場
所
で
あ
る
こ
と



を
述
べ
、
く
は
「
本
起
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ

こ
で
は
省
略
す
る
」
と
あ
る
。

b
ー
で
は
、
劉
践
と
院
壌
が
仙
人
に

遭
遇
し
た
誌
を
述
べ
、
「
詳
し
く
は
「
本
伝
」
に
記
載
さ
れ
て
い
る
」

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
天
台
山
に
関
す
る
文
章
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ

る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
資
料
で
あ
っ
た
の
か
は
未
詳
で
あ

る。⑦
「
天
台
山
一
記
」
(
「
李
幡
雑
詠
・
張
庭
芳
注
」
所
引
)

0
2口
志
〕
ハ
記
事
な
し

。
(
逸
文
〕

a
1
二
大
台
山
記
臼
天
台
山
諜
布
飛
泉
下
一
道
知
帯
・
:
「
李
幡
雑
詠

一
百
二
十
首
張
庭
芳
注
」
(
新
美
箆
編
ぺ
本
邦
残
存
典
籍
に
よ
る

輯
扶
資
料
集
成
い
(
…
九
六
八
、
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所
)
に
よ

る
。
開
欝
は
「
内
藤
湖
南
博
士
蔵
悶
紗
転
写
本
」
(
現
関
西
大
学
内
藤

文
庫
蔵
、
幕
末
の
写
本
)
を
冗
と
し
て
い
る
。
)

2

い
天
台
山
語
日
天
台
山
上
擦
布
水
泉
下
一
道
知
帯
・
:
「
一
百
二

十
一
詠
詩
註
麿
李
幡
撰
庸
張
庭
芳
注
」
(
「
尊
経
期
文
庫
蔵
本
」

(
斯
道
文
庫
に
マ
イ
ク
ロ
本
と
し
て
蔵
、
室
町
期
の
写
本
〉
よ
り
。
)

。
[
考
察
〕
一
日
本
に
写
本
と
し
て
伝
わ
っ
て
い
る
「
李
幡
雑
詠
・
張

庭
芳
注
」
に
「
天
台
山
記
」
よ
り
の
引
用
が
一
条
あ
る
。
①
と
は
重

な
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
②
以
下
の
文
献
と
の
重
複
も
な
い
。

一
郎
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
張
庭
芳
注
は

七
〉
の
成
立
で
あ
る
が
、
現
行
本
に
は
後
世
の
鼠
入
が
か
な
り
含
ま

れ
て
い
る
と
い
う
。
仮
に
お
記
の
引
用
が
鼠
入
部
分
で
は
な
く
本
来

か
ら
存
し
た
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
⑦
は
天
宝
六
年
以
前
に
骨
一
一
聞
か
れ

た
も
の
で
あ
り
、
①
よ
り
も
か
な
り
先
行
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に

な
る
。
な
お

a
2
の
「
天
台
山
諾
」
は
「
天
台
山
記
」
の
誤
記
で
あ

ろ〉つ。

(
七
回

⑨
 
O
(ム
口
志
〕
一
記
事
な
し

O
〔
逸
文
〕

a
1
二
大
台
記
日
間
内
丘
出
大
著
服
之
生
羽
翼
:

六

七

若

条

2
一
天
台
記
日
丹
丘
出
大
著
服
之
生
羽
翼
・
:
「
事
類
賦
注
い
巻
十

七
服
丹
丘
部
翼
生
条

O
〔
考
察
]
ハ
吋
太
平
御
覧
』
(
九
七
七
刊
)
及
び
吋
事
類
賦
注
』
(
九

九
一
ニ
刊
)
に
、
「
天
台
記
」
よ
り
の
引
用
が
各
一
条
あ
る
。
こ
れ
も

①
と
は
重
な
ら
ず
、
②
以
下
の
文
献
と
の
重
複
も
見
ら
れ
な
い
。

'
γ
t
t
S
1
3
i屯
J

mwロワ」

(87 ) 

『
太
平
御
覧
』
巻
八

補
4
一
「
祥
符
図
経
」
「
祥
符
蓄
志
」
「
祥
符
天
台
志
」

O
Z口
志
〕
一
巻
十
三
地
理
類
都
曾
郡
将
之
麗
一
祥
符
天
台
志
〔
天



不
知
撰
人
名
氏
今
侠

日
以
下
、
宋
代
の
も
の
を
二
て
お
く
。
先
ず
「
祥

の
年
号
を
冠
す
る
文
献
を
見
る
。
次
項
に
あ
げ
る
宋
之
瑞
去
最

台
山
関
」
の
自
序
に
、
彼
が
「
祥
符
図
経
」
な
る
文
献
を
参
照

し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
設
問
名
に
冠
さ
れ
て
い
る
「
祥
符
」
と

は
、
北
宋
真
宗
の
年
号
で
あ
る
「
大
中
祥
符
」
(
…

0
0八
1
一
0
…

ム
ハ
)
を
指
し
て
い
よ
う
。
こ
れ
は
之
端
が
「
一
大
台
山
路
」
を
著
し
た

揺
泰
二
年
(
一
二
〈
リ
一
二
か
ら
お
よ
そ
一
一
百
年
前
に
あ
た
り
、
自
序

中
の
「
距
今
来
二
宵
組
」
と
い
う
記
事
と
も
符
合
す
る
。
大
中
祥
符

期
に
、
天
台
山
に
関
す
る
専
著
が
警
か
れ
、
少
な
く
と
も
南
宋
の
嘉

泰
年
間
頃
ま
で
伝
存
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ
の
文
献
が
「
祥
符
」

な
る
一
言
葉
を
書
名
に
含
ん
で
い
た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

あ
る
い
は
ぺ
興
地
紀
勝
い
に
い
う
「
露
関
経
〔
教
授
余
審
議
編
ど

が
こ
れ
に
あ
た
る
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
吋
γ

穴
台
山
方
外
志
い
(
石

窓
蔵
書
)
に
は
「
祥
符
藷
志
〔
不
知
務
者
姓
氏
。
総
経
所
引
。
今
亡
ご

と
あ
る
。
こ
れ
が
「
符
祥
関
経
L

を
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
警
は
明

代
に
は
既
に
散
逸
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
で
も
、

符
出
志
」
と
い

で

た
こ
と
に
な
る
a

と
し
て
い
る
も
の
も
、
こ
れ
に
あ
た
る
の
で
は
な
い

カ1
0 

補
5
一
宋
之
瑞
「
嘉
泰
天
台
山
図
」
五
巻

0
2
z
b〕
一
巻
十
三
地
理
類
都
曾
郡
勝
之
田
純
一
嘉
泰
天
台
閣
経
五

巻
〔
遂
初
心
・
天
台
鯨
志
・
樹
江
通
志
・
一
ニ
ム
口
詩
録
・
光
緒
ム
ロ
州
府

志
・
世
議
旦
宋
天
台
宋
之
瑞
撰
有
自
序
及
口
出
令
了
大

築
序
今
倹

経
(
宋
之
瑞
著
)

O
〔
逸
文
〕
一
吋
十
大
巻
十
九
に
、
宋
之
瑞
の
「
自
序
」

の
み
が
引
か
れ
る
ほ
か
、
」
に
は
、
「
了
士
築
序
」
を
載
せ

る
。
そ
の
他
の
本
文
部
分
は
未
詳
。
序
文
は
こ
こ
で
は
略
す
。

一
宋
之
瑞
の
自
序
に
よ
れ
ば
嘉
泰
二
年
(
一
二

O
ニ
)
八

で
あ
る
。
辺
擁
歳
、
間
的
変
多
暇
」
の
時
、
二
…
の
釈
子
と

一
、
騒
人
墨
客
之
所
賦
詠
、
断
碑
残
刻
、
一
難
縦

巴
し
た
。
そ
の
後
、
お
よ
そ
二
百
年
前
に
議

一
を
参
し
た
と
こ
ろ
、
「
殊
略
い
で
あ
っ
た
。

口
・
賦
入
・
人
材
・
広
字
な
ど
を
調
べ
て
、

編
」
し
た
の
が
で
あ
る
。
た
だ

* 

地
理
類
一
天
台
留
経

巻
上
史
類
方
州
各
志
一
天
台

巻
七
台
教
考
・
石
室
誠
意
闘
志
部
二
大
台
関

(88 ) 



削
去
弗
録
」

宋
之
瑞
は
天
台
の
入
、

で、

と
い
〉
つ
。

一
嘉
。
降
興
一
見
年
(
六
三
)
の

始
め
、
光
禄
大
犬
で
致
仕
し
て
い

本
書
の
他
に
「
牧
草

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
(一一

(
間
前
)
。

に
就
任
し
て
い
た
記
録
が
あ
る

③(  
イ

書
名
の
Jメ

イ云
jつ
る
も
の
(
最
滋
将
来
〉

一
伝
教
大
部
最
澄
の
将
来
自
録
で
あ
る
「
伝
教
大
師
将
来

一八

O
五
序
)
に
「
南
岳
並
天
台
山
記
一
巻
」
の
記
事
が

一
紙
い
と
あ
り
、
大
部
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が
伺

え
る
が
、
焼
、
者
一
や
内
容
を
伝
え
る
記
事
は
他
に
は
な
い
。
や
が
て
散
{SM 

逸
し
た
よ
う
で
、
そ
れ
以
後
本
書
の
所
在
を
伝
え
る
記
事
は
な
い
。

中

関

側

の

で

も

、

に

類

似

す

る

記

録

は

見

あ

た

ら

な

3

0

 

O
 
ム
口
州
録
」

あ
る
D

の
名
を
冠
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
①
と

の
関
連
で
一
の
文
献
を
検
討
し
て
お
く
。

先
ず
、
一
教
大
師
将
来
合
州
録
」
に
「
南
丘
山
記
一
巻
〔
李
出
回

撰
ど
が
あ
る
。
コ
…
一
紙
」
と
あ
り
、
⑨
よ
り
も
小
ぶ
り
で
あ
る
。

「
自
本
国
見
在
番
目
録
」
に
は
「
南
岳
山
記
一
巻
」
が
あ
る
が
、
本

書
と
の
関
連
は
確
定
で
き
な
い
。

撰
者
の
李
嵐
な
る
人
物
と
し
て
は
、
李
普
の
父
の
李
北
海
が
有
力

で
あ
ろ
う
。
李
道
(
字
北
海
、
六
七
五

i
七
四
七
)
は
、
話
相
鷹
番
・

文
苑
伝
中
い
巻
二
百
二
に
低
が
あ
り
、
吋
全
蔚
文
い
巻
ニ
ム
ハ
ニ
に
五

十
六
篇
、
吋
唐
文
拾
遺
い
巻
十
六
に
八
篇
の
文
章
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
後
世
の
芸
十
北
海
全
世
一
間
い
等
に
収
録
さ
れ
て
い
る
伝
一
記
資
料
に

は
、
こ
の
李
嵐
が
「
南
岳
記
」
な
る
文
を
著
し
た
記
録
は
な
い
。
し

か
し
彼
は
依
頼
さ
れ
て
碑
文
を
数
多
く
著
し
た
と
さ
れ
、
実
際
に

「
瑞
州
石
室
記
」
等
の
記
や
「
嵩
岳
寺
碑
」
「
五
一
審
一
山
清
涼
寺
牌
」

「
国
清
寺
稗
」
な
ど
、
山
岳
と
寺
院
に
開
削
す
る
文
章
が
多
数
残
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
「
忠
清
辛
口
4

碑
」
は
「
伝
教
大
都
台
州
将
来
録
」
に
引

く
「
天
台
山
図
清
寺
碑
一
巻
〔
李
道
撰
〕
七
紙
」
に
あ
た
る
も
の
と

推
測
さ
れ
、
李
遣
と
本
書
と
の
親
近
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
な
っ
て

い
る
。
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地
理
類
山
水
之
爵
〔
例
畑
出
統
紀
・
天
台
山
方

階
臨
海
制
作
襟
頃
撰
今
倹

台
教
考
輩
安
項
一
南
獄
記
〔
一
巻

。

一

巻

十

四

外
志
・
漸
江
通
志
・
ヱ
八

*
吋
天
台
山
方
外
志
い
巻
七

。
{
逸
文
]

a
1
一
又
章
安
山
記
…
河
本
栴
南
r

結
局
謹
王
太
子
子
音
配
的
之
魂
矯
其
神

命
左
右
公
改
潟
天
台
山
也
・
:
麗
釈
濃
然

T
比
翻
輔
行
俸
弘
決
い
巻

…
之
一

。
{
考
察
〕
ハ
漉
頂
(
五
六
一

rLハ
一
…
一
二
)
は
、
臨
梅
郡
輩
安
の
人
。

天
台
宗
の
第
二
祖
で
、
諮
問
寸
は
章
安
大
師
と
い
う
。
天
台
智
額
に

従
っ
て
江
南
各
地
を
巡
り
、
や
が
て
天
台
山
に
入
る
。
締
の
入
寂

後
は
そ
の
後
を
継
ぎ
、
一
凶
清
寺
の
創
建
に
関
わ
る
。
関
愚
前
帝
室

と
も
繋
が
り
を
持
つ
な
ど
、
天
台
宗
の
降
一
盛
に
力
が
あ
っ
た
。

吋
大
般
担
般
市
玄
義
い
二
巻
(
吋
大
正
新
情
大
蔵
経
」
巻
一
一
一
十
八
了
吋
大

般
複
製
綴
疏
い
三
十
三
巻
(
間
前
)
な
ど
の
注
釈
警
の
他
、
始
砲

の
伝
記
で
あ
る
吋
智
者
大
師
別
伝
」
一
巻
や
、
悶
清
寺
の
創
建
に

関
わ
る
一
…
盟
一
安
な
設
問
鰭
や
規
則
な
ど
を
集
め
た
吋
悶
清
西
録
い
問
問
巻

(
伺
巻
間
十
六
)
な
ど
の
著
述
が
あ
る
。
「
南
獄
記
」
の
撲
述
に
つ

い
て
は
、
吋
仏
抑
制
統
記
い
巻
第
七
に
一
記
録
が
あ
る
口
主
人
台
山
方
外

に
よ
れ
ば
、
万
騎
こ
ろ
に
は
散
逸
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

の
名
で
引
か
れ
る
一
文
を
あ
げ
て

逸
文
と
し
て
、

お
い
た
口
お
そ
ら
く
こ
れ
が
「
南
巌
記
」
の
一
節
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。

⑮
「
ム
口
山
霊
異
録
」

O
Z口
士
山
〕
一
巻
十
ア
地
理
類
雑
記
之
麗
一
台
山
麓
異
録
〔
降
雲
接

書
問
)
藤
天
台
道
士
徐
蜜
府
撰
今
未
見

*
吋
絡
器
開
棲
帯
一
一
回
目
〕
巻
一
地
誌
類
一
台
山
麓
異
録
〔
唐
天
台
道

士
徐
鑑
府
撰
天
台
山
記
一
巻
〕
(
①
に
既
掲
)

。
〔
逸
文
〕
い
未
詳
。

。
[
考
察
〕
ぃ
「
総
指
一
問
機
書
自
」
の
述
べ
る
と
こ
ろ
は
、
今
ひ
と
つ
明

ら
か
で
は
な
い
。
「
台
山
霊
異
録
」
の
撰
者
と
し
て
徐
霊
府
の
名

を
あ
げ
、
さ
ら
に
彼
に
「
天
台
山
記
」
な
る
著
述
が
あ
っ
た
こ
と

を
示
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
徐
霊
府
に

「
台
山
一
明
器
具
録
い
な
る
著
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
は
、
管
見
に
よ

れ
ば
、
こ
の
「
蜂
雲
楼
書
自
」
以
外
に
は
存
し
な
い
。
あ
る
い
は

次
の
補
8
と
問
じ
文
献
を
指
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
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補
8

一
巻
十
五
地
理
類
雑
記
之
属
一
ム
口
山
鍾
巽
録

求
記
・
述
宙
堂
蔵
書
日
・
千
頃
堂
番
目
・
ム
ロ
州
府
志
'
崩
江
通
志
〕
明



*
吋
天
台
山
方
外
溶
い
巻
七

一
議
奥
録
〔
線
機
輯
〕

*

清

銭

曾

吋

誤

審

敏

求

記

い

巻

二

地

理

興

組

一

一

巻
〔
遊
説
山
人
脇
様
、
輯
吉
今
鑑
真
腿
志
二
十
能
事
、
編
成
此
醤
)

*
清
銭
曾
吋
述
古
堂
減
審
問
い
巻
一
一
一
名
勝
ハ
ム
口
山
雛
異
録
一
巻

*
清
貧
ぃ
腐
っ
γ
頃
堂
冊
一
一
問
団
い
巻
八
史
部
一
縮
機
ム
ロ
山
援
呉
録
一

巻
〔
披
磁
議
山
人
)

*
清
銭
曾
沼
出
走
閤
蔵
冊
一
一
問
自
い
巻
三
名
勝
一
合
山
鑑
真
録
一
巻

O
〔
逸
文
〕
一
未
詳
。

。
〔
考
」
察
)
一
本
書
も
明
代
の
も
の
で
あ
る
が
、
⑮
と
の
関
係
で
あ
げ

て
お
く
。
清
朝
の
審
自
類
に
名
が
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
現

存
す
る
も
の
と
忠
わ
れ
る
が
、
未
見
。

台
教
考
・
石
室
識
書
一
志
部
一
ム
ロ
山

お
わ
り
に

以
上
、
窟
代
ま
で
の
天
台
山
に
関
す
る
十
点
の
文
献
と
、
そ
の
周

辺
に
関
す
る
八
点
の
文
献
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
最
後
に
、
充
代
以

降
の
主
要
な
文
献
を
一
一
補
足
し
て
お
く
。

⑪
 

地
理
類
山
水
之
路
一
天
台
山
志
一
巻

・
織
琴
錦
剣
様
敢
闘
自
・

一
見
天
台
道
士
主
中
立
撰
今
存

。
〔
考
察

T

L
統
道
蔵
い
(
洞
玄
部
記
伝
類
鞠
)
所
収
。
任
継
愈

主
一
編
吋
道
蔵
提
要
い
(
一
九
九
一
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
)
は
、
査

正
二
十
七
年
(
一
一
一
一
六
七
)
の
成
警
で
あ
ろ
う
と
す
る
。

⑬
一
天
台
山
志

0
2口
志
)
一
巻
十
四
地
理
類
山
水
之
麗
二
大
台
山
志
〔
千
頃
堂
書

悶
・
餅
江
通
志
〕
明
徐
表
一
然
撰
今
未
見

O
(考
察
〕
一
本
書
は
未
詳
。

〔道

⑬
二
大
台
山
方
外
志
一
一
一
十
巻

o
z
z
b
y
巻
十
四
地
理
類
均
水
之
麗
二
大
台
山
方
外
志
三
十
巻

〔
千
頃
堂
書
自
・
明
史
繋
文
志
・
断
江
通
志
・
四
庫
全
書
総
目
・
断
江
采

集
遺
書
総
録
・
ム
口
州
府
志
・
天
台
勝
志
・
台
州
番
目
・
静
観
書
舎
臓
器
一
面

白
)
明
天
台
樽
府
間
燈
撰
寓
摩
辛
丑
作
凡
十
八
門
大
抵
蒋
家
事
潟
多
首

有
五
孫
閉
山
日
町
民
淳
熊
屠
経
顧
起
元
序
及
自
序
光
緒
甲
午
緯
敏
蟻
重
刊
有

韓
殿
爵
張
遇
楊
畏
序

。
(
考
察
〕
二
大
台
山
の
専
著
と
し
て
、
現
存
す
る
も
の
で
も
っ
と
も

古
い
も
の
。
吋
一
大
台
間
同
志
』
門
天
台
山
全
志
』
な
ど
の
、
万
暦
以
降
の

文
献
の
記
事
は
、
こ
の
「
天
台
山
方
外
志
」
か
ら
の
孫
引
き
で
あ

る
。
刊
本
が
幾
本
か
あ
る
が
、
光
緒
二
十
年
の
雷
一
一
刊
本
が
「
中
国
仏

(91 ) 



第
一
一
一
絹

一
九
八
五
)
に
所
収
。

注(1)

の
本
文
は
、
臨
立
問
会
開
設
問
館
の
ウ
ェ
プ
ペ
ー
ジ
上

に
、
コ
ア
ィ
ジ
タ
ル
貴
重
苦
展
・
特
別
展
示
」
と
し
て
、
全
文
の
写
真
版

が
公
開
さ
れ
て
い
る
。
当
該
の
U
R
L
は
次
の
通
り
。

O
Y公
明
ど
を
有
名
・
コ
門
戸
ぬ

opzpuハ
Z
E円、
d
c
¥
吉
弘

mwupZ
ヨ一

(
2
〉
徐
霊
府
の
伝
記
ゃ
っ
天
台
山
記
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
農
道
士

徐
皆
川
府
撰
「
天
台
山
記
い
初
探
」
(
「
中
国
研
究
集
刊
」
放
は
す
(
第
二

十
九
号
)
、
一
一

0
0
一
)
を
参
照
。

(
3
)
明
代
の
辺
倒
史
経
籍
悲
い
に
は
「
天
台
山
記
」
の
記
事
が
あ
る
。

し
か
し
こ
の
目
録
は
、
…
長
沢
親
知
也
氏
が
「
存
供
に
論
な
く
、
考
設

を
加
へ
ず
、
欝
自
著
録
の
書
名
を
事
げ
た
れ
ば
、
頗
る
蕪
雑
な
り
」

(
吋
支
那
書
籍
解
題
諮
問
対
調
印
吐
い
之
部
い
(
も
と
昭
和
十
五
年
刊
、
つ
長

津
規
知
也
著
作
集
い
第
九
巻
所
収
)
と
評
す
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も

現
存
曹
を
あ
げ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
に
書
名
が
収
載
さ
れ
て
い

石
こ
と
は
、
そ
の
当
時
「
天
台
山
一
一
一
ル
」
が
現
存
し
て
い
た
と
い
う
証

拠
に
は
な
ら
な
い
。

(
4
〉
こ
の
点
は
、

(
2
〉
前
掲
拙
稿
で
も
者
干
の
検
討
を
し
た
。
詳
し
い

検
討
は
別
稿
で
行
う
予
定
で
あ
る
ο

な
お
、
日
本
の
釈
慈
本
の
増
補

に
よ
る
九
一
大
台
綴
制
仰
い
一
一
一
腕
巻
之
二
(
一
八
一
…
九
刊
〉
に
、
智
託
大

部
門
珍
撰
日
拾
迭
と
し
て
、
「
天
台
山
記
一
巻
」
の
記
事
を
載
せ
る

(

こ

釈

竜

常

一

編

輯

に

一

時

録

さ

れ
て
い
る
)
。
し
か
し
、
円
珍
が
「
天
台
山
記
」
な
る
著
述
を
残
し
た

記
録
は
他
に
は
な
く
、
信
溶
性
に
乏
し
い
。
円
珍
が
将
来
し
た
こ
と

を
、
円
珍
が
著
述
し
た
と
誤
解
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

(
5
)
こ
の
点
は
、
拙
積
「
徐
…
官
邸
府
撰
「
天
台
山
記
」
の
研
究
(
そ
の

一
)
i
基
礎
研
究
、
並
び
に
国
立
国
会
国
書
館
蔵
本
の
翻
刻
と
校

勘
・
訳
注

i
」
(
「
埼
玉
大
学
紀
要
(
教
育
学
部
)
」
第
五
十
一
巻
第

一
号
、
二

O
O
ニ
)
)
を
参
照
。

(
6
)
b
2
刊
文
選
・
李
善
仲
は
い
及
び
b

3
「
輿
地
紀
勝
」
に
は
「
天
台

山
間
制
」
と
の
み
あ
り
、
撰
者
名
を
明
記
し
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
内

容
は
赤
城
山
を
天
台
の
鶴
間
け
と
す
る
説
を
紹
介
す
る
も
の
で
、

b
-

吋
嘉
定
赤
城
志
い
と
ほ
ぼ
等
し
い
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
ま

た
b

4
の
記
事
も
、
そ
の
説
が
釈
神
山
患
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

す
る
も
の
で
あ
り
、
b
I
等
と
の
関
連
性
を
伺
わ
せ
る
。

(
7
)
紳
出
直
三
郎
「
「
李
踊
百
一
詠
」
雑
考
」
(
「
ピ
ブ
リ
ア
」
第
一
瞬
、

一
y
u
n同
4

1
む

J
O

一
J
j
H
Vペ
サ
ノ
k

(
8
)
室
町
時
代
の
も
の
と
さ
れ
る
主
人
倍
国
法
華
宗
意
疏
目
録
い
「
章

安
襟
頂
大
部
講
疏
」
に
ヱ
問
岳
波
天
台
山
記
一
巻
」
、
江
戸
初
期
の
作

と
さ
れ
る
お
釈
教
諸
郎
製
作
目
録
い
に
「
南
岳
一
犬
台
山
記
一
巻
」
、
江

戸
の
釈
謙
臓
に
よ
る
辺
盟
宏
明
疏
録
い
こ
七
九

O
刊
)
に
「
南
掛
天

台
山
記
二
管
〔
按
一
本
亦
亡
名
ご
等
と
あ
る
(
い
ず
れ
も
吋
大
日
本

仏
教
令
一
帯
」
所
収
。
成
者
年
代
等
は
、
問
書
の
吋
解
題
〕
(
鈴
木
学
術

財
問
、
昭
和
四
十
八
)
に
よ
る
)
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
図
録
は
、
実
物

の
現
存
を
伝
え
る
も
の
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
(
埼
玉
大
学
〉
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